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第２回太田西複合拠点公共施設ワークショップ 「新しい太田の風景をつくる」 

 

日時： ７月３日（土） 

場所： テクノプラザ５階 研修室４（太田市本町 29-1） 

時間： １４時～１７時 

参加者：平田晃久 

平田晃久建築設計事務所（外木、渋谷、松田、市古、花輪） 

    国際開発コンサルタンツ（氏原、前川） 

目的・内容 

＜前半＞ レクチャー   ：施設計画に関する説明、ワークショップ１の振り返り 

＜後半１＞ディスカッション：配置・巻き方について決定 

＜後半２＞エクササイズ  ：プラン上に機能を配置してみる 

スケジュール 

＜前半＞  レクチャー 

14:00-14:15 施設の構想・計画に関する説明（p.2-①） 

14:15-14:30 ワークショップ１のふり返り（p.2-②） 

14:30-14:40 配置・巻き方の案について説明（p.2-③） 

14:40-14:45 休憩 

＜後半１＞ ディスカッション 

14:45-14:50 ディスカッションの段取りについて説明 

14:50-15:25 グループワーク（p.2-④・⑤） 

15:25-16:00 案の決定（p.2-⑥） 

16:00-16:05 設計者によるコメント 

16:05-16:10 休憩 

＜後半２＞ エクササイズ ※ディスカッションに時間を要したため実施しませんでした。 

16:10-16:15 エクササイズの段取りについて説明 

16:15-16:35 グループワーク 

16:35-16:50 全体共有 

16:50-17:00 設計者によるコメント 

第２回ディスカッションでは、「施設の配置・巻き方」を

テーマに次の４案について議論をしました。 
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①施設の構想・計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ワークショップのふり返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

③配置・巻き方の案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のワークショップには 31 名の方が参加

されました。 

はじめに、太田市から、「（仮称）太田西複

合拠点公共施設基本構想」について説明が

ありました。複合施設の整備を契機に、新田

庁舎周辺エリアを賑わいの拠点となるように計

画しているとのお話でした。 

 

 

第 1 回ワークショップで頂いたご意見を振り

かえるとともに、頂いたご意見・施設に対する

ご要望を整理し、取り入れることのできるご意

見をベース案に反映しました。また、ベース案

に反映できなかったご意見については、今回

のワークショップの議題として、各案に反映し

ています。 

 

 

設計者の建築家 平田晃久より A～D 案の

説明がありました。A 案はプロポーザル案に

近いもので、最もベーシックな案、B 案は A 案

を南北で線対象にした案になります。C 案は

A 案を東西に線対象にした案で保健センター

が南側にある案です。D案はA～C案よりも丸

い形状で保健センターが東側になります。 

④グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥案の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分の休憩をはさ

み、グループワーク

として各案の「よいと

ころ」、「よくないとこ

ろ」を探し、ポストイ

ットに意見を書いて

いきました。 

 

「よいところ」、「よくないところ」を探すときに

は、上記の「考えるための７つの視点」を参考

に考えて頂きました。 

自身の「使いたい」だけでなく、他の参加者

やここにはいない方の「使いたい」を想像し、

また、この場所ならではの課題（冬の空っ風）

等に対しての意見を出し合いました。 

 

 

案の決定を行うため、まずどの案が良いか

多数決を取ったところ、D 案が一番多い結果

となりました。D 案を選ばなかった方からご意

見を伺い、どの案が良いか議論をしました。 

最終的には、D 案の形状で保健センターを

北になるように回転させた５案目 D‘案が誕生

し、D‘案に決定いたしました。 

考えるための７つの観点 

❶保健センター入口 

❷アプローチ 

❸通りからの見え 

➍大川とのつながり 

❺周辺施設とのつながり 

❻眺望 

➐風に対するつよさ 
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「D’案」に決定しました！ 

 

まず、案の決定を行うにあたり多数決を取ったところ、D案が一

番多い結果となりました。 

各案を選んだ方から、その案の良い点等をお伺いし、D 案に

ついて議論しました。 

A 案を選んだ方からは、「子育て支援と保健センターはくっつ

いていた方が良い」や「保健センターと検診バスの場所が◎」等

のご意見が、B 案を選んだ方からは、「南側から全体が見えるの

が◎」や「大川を含めた全体計画が◎」、「大川に沿った縦長が

◎」等のご意見がありました。C 案を選んだ方は、いらっしゃいま

せんでした。 

D 案については、「見え方とファサードのバランスが良い」や

「中庭が広く、子供の安全性が◎」等のご意見がありました。 

 

それぞれの良さを話し合っているうちに、D 案を反時計回りに

90 度回転する D‘案を２グループから提案され、全員で話し合っ

た結果、グループで提案された D’案選ばれました。 

もっとも中庭が広く取ることができ、となりを流れる大川との関

係も感じやすく、保健センターの奥まり感も確保されている D‘案

が、一番多くの人の意見が投影できるものになりました。 
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